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日本大学法学部ジャーナル

５月６日（水）	 振替休日は、通常どおり授業を実施 

５月１８日（月）・１９日（火）	 履修登録中止期間（前学期開講科目及び通年開講科目） 

５月２３日（土）	 ミニオープンキャンパス 

５月中旬	 第１回総合就職ガイダンス 

５月下旬	 インターンシップガイダンス 
 就職マナーガイダンス 

６月上旬	 健康診断結果送付 

６月２０日（土）	 ミニオープンキャンパス 

７月２０日（月）	 海の日は、通常どおり授業を実施 

７月２３日（木）・２４日（金）	 補講期間 

７月２５日（土）〜31日（金）	 前学期特別授業期間 

７月２６日（日）	 オープンキャンパス 

８月1日（土）	 夏季休業開始

８月２５日（火）・２６日（水）	 前学期末追試験 

８月下旬〜９月下旬	 海外研修旅行（夏期・アメリカ）※予定 

９月１3日（日）	 夏季休業終了

9月14日（月）	 後学期授業開始 

9月24日（木）〜30日（水）	 後学期開講科目履修登録期間 

９月２６日（土）	 ミニオープンキャンパス 
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日本大学法学部 Event Schedule
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集  
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就職指導課

4
教務課 学生課 図書館事務課 エクステンション

センター

5
May

April

6
June

※各項目についての詳細は、各担当部署にお問い合わせください。　  就職指導課　  教務課　  学生課　  図書館事務課　  エクステンションセンター　  入学センター

４月１日（水）〜７日（火）	 開講式・新入生ガイダンス 

４月２日（木）〜６日（月）	 学生定期健康診断（２号館） 

４月４日（土）	 新入生歓迎会（本館） 

４月４日（土）・６日（月）	 サークル新入部員募集（本館） 

４月８日（水）	 入学式（日本武道館）

４月９日（木）	 平成２７年度前学期授業開始 

４月１０日（金）〜２８日（火）	 課外講座説明会（合同、司法書士、行政書士、宅地建物取引士、簿記、
 ファイナンシャル・プランニング技能士、公務員、秘書検定） 

４月１３日（月）〜１７日（金）	 図書館オリエンテーション 

４月１３日（月）〜２８日（火）	 各学生研究室説明会 

４月１６日（木）〜２２日（水）	 履修登録期間（前学期開講科目及び通年開講科目） 

４月上旬	 日本学生支援機構奨学金（予約採用）説明会 

４月中旬	 日本学生支援機構奨学金（在学採用）説明会 

４月中旬	 Westlaw（オンラインデータベース）利用講習会 
 日経ＢＰ記事検索サービス（オンラインデータベース）利用講習会 

４月下旬	 JURIS・GRUR plus（オンラインデータベース）利用講習会 
 D1-Law.com（オンラインデータベース）利用講習会 

※５日（日）を除く。６日（月）は新入生のみ〈学年・学科・性別等によって日程が異なります〉

7

8
August

July

9
September

入学センター

※高校で予約申請し進学届の手続きをする者

※これから奨学金を申し込む者



※ ９月までの詳しい行事日程はP12「日本大学法学部Event Schedule」をご覧下さい。
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新入生の皆さん、入学おめでとうございます。今号では、法学部OBや教職員からのお祝い
メッセージ、さらに法学部の学生サークル専用施設（６号館）や伝統あるサークル紹介など、
これから始まる学生生活をより充実させるための情報をお届けします。

[日本大学法学部ジャーナル]

Cont ent s

[ 特 集 ]
2015
新入生歓迎号

2

4

就活up!10
第3回
就職指導課を積極的に利用しよう
就職指導課案内

留学Life11

留学に向けての準備を始めよう
派遣・交換留学生 体験レポート

日本大学法学部　
Event Schedule （4月〜9月）

12

6

伝統と実績を誇る
サークルたち
政治研究会　放送研究会　
マス・コミュニケーション研究会　
ＡＭＹ１０３　スキー部ブリット　
バスケットボール部ポーラーベアーズ

サークル一覧 （公認・準公認）
　

8
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特 集   

新入生の皆さん、日本大学法学部へようこそ！
法学部の教職員一同は、
皆さんを心から歓迎いたします。

日本大学法学部長 杉本 稔

　皆さんが入学したこの日本大学法学部は、文字通り都心に位置しています。都心
に位置したキャンパスには当然ながらメリットとデメリットがあります。メリット
としては何よりも交通至便な点が挙げられるでしょう。授業はもとよりサークル活
動、友達同士さらには他大学との交流など、学生生活が広がりをみせるにつれて、そ
のメリットが実感されてくると思います。そして近い将来に避けては通れない就活。
いずれも先に示したメリットを十分に享受することになるはずです。
　一方のデメリットは当然のことながらメリットの裏返しです。日本大学法学部は
都心に位置していますので、独立したキャンパスを確保できない、という悩みがあ
ります。もちろん私たちはそのデメリットを軽減するために努力をしています。
　本館をはじめとして各号館に配置された学生ホールは、講義の合間に一息入れる
自由な空間として利用されていますし、６号館は全館が学生用施設です。三崎町
キャンパスは三崎町という地域社会に溶け込んだキャンパスです。あえて言えば、
独自のキャンパスはなくとも、三崎町という街そのものがキャンパスなのです。
　また学部単位の図書館としては、全国屈指の規模を誇る法学部図書館は、学部が
所蔵する文献を閲覧する場としてだけではなく、より幅広い情報探索の機能も備え
ています。この法学部図書館は、皆さんの知的好奇心を十分に満足させてくれるで
しょう。
　日本大学法学部三崎町キャンパスは、夢と希望がぎっしり詰まった宝箱のような
ものなのです。どうか皆さんも三崎町キャンパスの宝探しに挑戦して下さい。
　そして皆さんが充実したキャンパス・ライフを送られることを、心より祈念して
おります。

平成27年度おもな年間スケジュール

開講式・新入生ガイダンス	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４月１日（水）〜７日（火）

学生定期健康診断	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４月２日（木）〜６日（月）※5日（日）除く

新入生歓迎会・	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４月４日（土）

サークル新入部員募集	 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４月４日（土）・６日（月）

入学式（日本武道館）	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４月８日（水）

前学期授業開始	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４月９日（木）

夏季休業	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８月1日（土）〜９月１3日（日）

後学期授業開始	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９月14日（月）

日本大学創立記念日	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10月４日（日）

第36回法桜祭（学部祭）	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10月31日（土）〜11月２日（月）

冬季休業	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12月２6日（土）〜１月8日（金）

授業開始	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １月9日（土）

春季休業	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １月30日（土）〜（３月下旬）

卒業式（日本武道館）	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３月25日（金）

法学部長挨拶　　 杉本	稔

Interview
法学部ＯＢ　
みちのく銀行代表取締役頭取

髙田邦洋	氏

Special Report
学生サークルと
法学部のサポート体制
学生生活委員会委員長挨拶

南部	篤	教授
法学部６号館（サークル棟）紹介
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ァ
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ス
ト
・
ナ
シ
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ナ
ル
・
シ
テ
ィ
・

バ
ン
ク（
現
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
）で
し
た
。
で

す
か
ら
、ビ
ル
掃
除
の
ク
リ
ー
ナ
ー
の
操
作

や
モ
ッ
プ
の
使
い
方
な
ど
は
、私
は
今
で
も

ち
ょ
っ
と
う
る
さ
い
で
す
よ（
笑
）。
あ
と

は
仲
間
と
麻
雀
を
し
た
り
酒
を
飲
ん
だ
り
。

自
分
と
同
じ
よ
う
に
地
方
か
ら
出
て
き
た
友

人
も
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

─
銀
行
マ
ン
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

さ
き
ほ
ど
の
ビ
ル
清
掃
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
、

シ
テ
ィ
バ
ン
ク
の
社
員
の
人
た
ち
と
も
親
し

く
な
っ
て
、夏
休
み
、冬
休
み
に
、銀
行
か
ら

直
接
頼
ま
れ
て
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ボ
ー
イ
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
ん
で
す
。
大
手
町
、日

本
橋
、
八
重
洲
の
界
隈
を
自
転
車
で
走
り

回
っ
て
、日
本
銀
行
や
大
手
銀
行
の
本
店
に

書
類
を
届
け
る
ん
で
す
が
、行
員
の
皆
さ
ん

の
仕
事
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、自
分

も
ぜ
ひ
こ
う
い
う
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
銀
行
を
中
心
に
就
職
活
動
を

し
た
わ
け
で
す
。

─
地
元
・
青
森
の
銀
行
を
選
ば
れ
た
の
は
。

　

最
初
か
ら
決
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、会
社
訪
問
に
行
っ
て
、自
由

で
活
気
あ
る
社
風
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。
ま
し

て
地
元
な
の
で
、会
社
に
貢
献
し
、地
域
に

貢
献
し
、恩
返
し
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

─
み
ち
の
く
銀
行
は
、女
性
が
活
躍
で
き

る
環
境
作
り
を
業
界
で
も
先
駆
け
て
整
備
さ

れ
、内
閣
府
か
ら
平
成
26
年
度「
女
性
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
賞
」も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

─
髙
田
さ
ん
は
２
０
１
３
年
に
56
歳
の
若

さ
で
み
ち
の
く
銀
行
の
頭
取
に
就
任
さ
れ
、

地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
法
学
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、

学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
伺
っ
て
い
き

た
い
の
で
す
が
、青
森
か
ら
上
京
さ
れ
て
、

政
治
経
済
学
科
を
選
ば
れ
た
の
は
？

　

出
身
は
青
森
県
の
八
甲
田
山
の
東
側
に
あ

る
天
間
林
村（
現
・
七
戸
町
）な
の
で
す
が
、

父
親
が
村
会
議
員
や
村
長
を
長
く
務
め
て
い

ま
し
て
、親
の
こ
と
を
身
近
で
み
て
い
た
こ

と
と
、社
会
人
に
な
る
に
は
経
済
の
こ
と
を

勉
強
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
か
な
と
い
う

こ
と
で
、政
治
経
済
学
科
を
受
験
し
ま
し
た
。

─
学
生
時
代
は
ど
う
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

と
に
か
く
大
学
生
時
代
は
、勉
強
は
そ
こ

そ
こ
で
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
毎
日
ア
ル
バ

イ
ト
を
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
ビ
ル
清
掃
の

ア
ル
バ
イ
ト
で
、派
遣
さ
れ
た
の
が
大
手
町

　

早
く
か
ら
女
性
を
積
極
的
に
登
用
し
て
き

て
、育
児
休
業
制
度
な
ど
も
早
期
に
整
備
し

ま
し
た
。
現
在
で
は
女
性
管
理
職
が
全
体
の

22
％
、女
性
支
店
長
も
11
名
い
る
ん
で
す
よ
。

─
今
後
、地
方
銀
行
が
果
た
す
役
割
は
。

　

安
倍
内
閣
が「
地
方
創
生
」と
い
う
政
策

を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、地
方
を
活
性
化
さ

せ
て
、日
本
全
体
を
強
く
す
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
地
方
銀
行
と
い
う
の
は
、地
域
と
運

命
共
同
体
な
ん
で
す
ね
。
青
森
県
の
人
口
は

約
１
３
２
万
人
で
、み
ち
の
く
銀
行
の
口
座

を
も
っ
て
い
る
お
客
様
は
１
０
０
万
人
以
上

い
ま
す
の
で
、法
人
も
個
人
の
お
客
様
も
関

わ
り
が
深
く
、い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
で
き
る

の
は
や
は
り
銀
行
だ
と
思
う
の
で
す
。
地
域

の
お
客
様
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に

我
々
は
何
を
お
手
伝
い
で
き
る
の
か
、ど
う

す
れ
ば
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

か
。
本
来
行
政
が
や
る
よ
う
な
こ
と
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
来
年
３
月

に
は
北
海
道
新
幹
線「
新
函
館
北
斗
」駅
が

開
業
し
ま
す
。
青
森
と
函
館
は
昔
か
ら
つ
な

が
り
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
交
流
を

さ
ら
に
拡
大
し
て
、２
つ
の
街
が「
点
」か
ら

「
面
」に
連
携
し
て
い
こ
う
と
、さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
始
め
て
い
ま
す
。

─
故
郷
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
頑
張
っ
て
み
よ

う
と
い
う
学
生
が
増
え
る
の
で
は
。

　

私
は
ほ
ん
と
う
に
そ
れ
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
地
方
に
は
魅
力
あ
る
資
源
が
た
く
さ
ん

あ
る
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、そ
れ
に
付
加

価
値
を
つ
け
て
、地
域
経
済
に
つ
な
げ
て
い

け
る
人
材
が
地
方
に
は
少
な
い
ん
で
す
。
だ

か
ら
、東
京
の
大
学
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を

活
か
し
て
、地
方
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
若

者
が
も
っ
と
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
。

　

青
森
で
も
、Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
ふ
る
さ
と
を

発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
若
手
経
営
者
が
少

し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
銀
行
の
採
用
選

考
の
面
接
の
と
き
も
、学
生
さ
ん
が
自
分
が

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
貢
献
し
た
い
と
言
っ

て
く
れ
る
。
そ
う
い
う
気
持
ち
は
ほ
ん
と
う

に
嬉
し
く
て
目
が
ウ
ル
ウ
ル
し
ま
す（
笑
）。

─
そ
れ
で
は
、法
学
部
の
新
入
生
に
向
け

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
学
に
入
っ
て
、学
生
生
活
は
４
年
間
あ

る
わ
け
で
す
か
ら
、挑
戦
で
き
る
こ
と
は
山

ほ
ど
あ
る
。
サ
ー
ク
ル
、ゼ
ミ
、あ
る
い
は

ア
ル
バ
イ
ト
で
も
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験

す
る
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
海

外
留
学
な
ど
も
い
い
で
す
ね
。
現
状
の
環
境

か
ら
困
難
に
あ
え
て
自
分
か
ら
挑
ん
で
い
く

日
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
中
か
ら

将
来
進
む
べ
き
道
を
み
つ
け
た

地
方
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

若
い
人
た
ち
の
力
が
必
要
で
す

特集　2015新入生歓迎号 Interview
KUNIHIRO TAKADA

大
学
の
４
年
間
、い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

そ
れ
が
必
ず
未
来
の
自
分
の
糧
に
な
る

髙田邦洋	氏
1957年、青森県生まれ。1981年、（株）みちのく銀行入行。小柳支店長、堅田支店
長を経て、2005年に経営企画部長、2006年に取締役兼執行役員経営企画部長、
2008年に取締役兼常務執行役員、2012年に代表取締役副頭取兼執行役員。
2013年6月に代表取締役頭取兼執行役員に就任。

みちのく銀行代表取締役頭取

1981年法学部政治経済学科卒業

こ
と
は
貴
重
な
経
験
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、と
に
か
く
視
野

を
広
げ
て
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
経
験
は
き
っ
と
未
来
の
自

分
の
糧
に
な
る
は
ず
で
す
。
私
は
勉
強
で
は

誇
れ
る
事
は
と
く
に
な
い
で
す
が（
笑
）、ア

ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、ゼ
ミ
の
仲
間
と
議
論

を
し
た
り
、三
崎
町
界
隈
で
友
達
と
酒
を
飲

ん
だ
り
と
、と
に
か
く
多
く
の
人
と
の
交
流

を
大
事
に
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
の
ひ

と
つ
ひ
と
つ
が
、社
会
人
に
な
る
た
め
の
勉

強
だ
っ
た
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
今
銀
行
員

と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
方
々
と
会
話
を
し
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、地
域

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
も
、大

学
の
４
年
間
が
あ
っ
た
か
ら
。
自
分
で
自
分

の
人
生
を
決
め
て
い
く
、有
意
義
な
学
生
生

活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

青森の山の絵が飾られたみちのく銀行東京支店にて

法
学
部
Ｏ
Ｂ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
サ
ー
ク
ル
へ
の
法
学
部
の
支
援
を
最

も
象
徴
す
る
の
が
６
号
館（
サ
ー
ク
ル
棟
）

で
す
。
地
上
６
階
、地
下
２
階
の
全
館
が
法

学
部
の
学
生
の
自
主
的
活
動
の
た
め
の
施
設

と
な
っ
て
お
り
、学
生
た
ち
が
集
い
、心
お

き
な
く
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
と

い
う
大
学
側
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

館
内
に
は
、道
場
、学
生
会
議
室
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、な
か
で
も
地

下
１
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
と
音
楽
室
は
完
全

防
音
と
な
っ
て
お
り
、音
楽
系
サ
ー
ク
ル
が

ラ
イ
ブ
な
ど
を
頻
繁
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
６
号
館
の
各
施
設
も
、公
認
サ
ー
ク

ル
な
ら
優
先
的
に
２
週
間
前
か
ら
利
用
申
請

で
き
ま
す
。
準
公
認
は
１
週
間
前
か
ら
、そ

の
他
の
団
体
も
当
日
空
き
が
あ
れ
ば
利
用
で

き
る
の
で
、ぜ
ひ
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
大
学
法
学
部
で
は
、法
学
部
の
公
認

サ
ー
ク
ル
81
団
体
、準
公
認
サ
ー
ク
ル
約
38

団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク

ル
は
発
足
と
同
時
に
ま
ず
は
学
生
課
に
準
公

認
サ
ー
ク
ル
の
申
請
を
行
い
ま
す
。
準
公
認

が
公
認
サ
ー
ク
ル
に
な
る
に
は
、所
定
の
部

員
数
を
確
保
し
た
状
態
で
３
年
間
の
活
動
実

績
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
書
類
を

提
出
し
、学
生
生
活
委
員
会
か
ら
の
承
認
を

得
て
、公
認
サ
ー
ク
ル
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

公
認
サ
ー
ク
ル
に
な
る
と
、１
団
体
に
つ

き
年
間
５
万
円
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、活
動
費
用
の
一
部
に
当
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、本
学
部
の
教
職
員
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
就
き
、活
動
に
関
す
る

助
言
や
、大
学
側
や
他
団
体
と
の
仲
介
役
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
学
生
課
で
は
、サ
ー
ク
ル
活
動

中
に
ケ
ガ
を
し
た
場
合
の
保
険
の
申
請
や
、

毎
年
４
月
に「
サ
ー
ク
ル
新
入
部
員
募
集
」

公
認
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に

多
彩
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　

学
生
生
活
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
の
が
大
学
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
学
生
が
自
主
的
に
学

術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
み
、
夢
や
友
情
を
育
む
こ
と
は
青
春
時
代

の
大
切
な
財
産
と
な
る
は
ず
で
す
。
日
本
大
学
法
学
部
で
は
、
法
学
部
公
認
サ
ー
ク
ル
、

準
公
認
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
学
生
課

担
当
職
員
に
お
話
を
伺
う
と
と
も
に
、
サ
ー
ク
ル
を
管
轄
す
る
学
生
生
活
委
員
会
委
員
長

の
南
部
篤
教
授
か
ら
新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
サ
ー
ク
ル
の
専
用
施
設

６
号
館（
サ
ー
ク
ル
棟
）も
用
意

特集　2015新入生歓迎号

学
生
サ
ー
ク
ル
と
法
学
部
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ参

加
し
て
、コ
ン
サ
ー
ト
で
は
大
講
堂
を
埋
め

尽
く
し
、総
来
場
者
数
は
５
０
０
０
人
を
超
え

る
と
い
う
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、大
成
功
の
内

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
先

輩
・
後
輩
、教
職
員
と
関
わ
り
、仲
間
と
ふ
れ

あ
い
、一
生
の
友
を
得
る
人
も
い
ま
す
。
そ
し

て
何
よ
り
も
、自
分
が
主
体
的
に
何
か
に
熱
心

に
取
り
組
み
成
し
遂
げ
る
と
い
っ
た
得
難
い
体

験
が
、皆
さ
ん
の
学
生
生
活
を
き
っ
と
充
実
し

た
も
の
に
す
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
学
問
の

場
合
と
同
様
、サ
ー
ク
ル
活
動
の
方
も
、自
ら

関
心
を
も
っ
た
分
野
に
積
極
的
に
自
分
で
働
き

か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
教
職
員
は
、学
生
生
活
委
員
会
と
学

生
課
を
中
心
に
、そ
の
た
め
の
情
報
提
供
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
、い
つ
で
も
相
談
に
応
え
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
学
生
生
活

が
、楽
し
く
、実
り
多
い
、意
義
あ
る
も
の
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、心
か
ら
お
祝
い
と
歓
迎

の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、こ
こ
大
学
と
い
う
環
境
は
高
校
ま
で

と
は
相
当
ち
が
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん

な
科
目
を
受
講
す
る
か
、同
じ
科
目
で
も
ど
の

先
生
を
選
ぶ
か
な
ど
を
、か
な
り
自
由
に
選
択

で
き
る
し
、正
課
以
外
の
講
座
や
研
究
室
も
自

分
で
決
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、も
う
ひ
と
つ

の
大
き
な
特
色
は
、学
生
自
身
が
主
体
と
な
り

自
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
多
数
の
サ
ー
ク
ル

（
学
生
団
体
）が
あ
る
と
い
う
こ
と
、そ
し
て
そ

の
中
か
ら
自
分
が
入
り
た
い
団
体
を
選
ん
で
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
す
。

　

本
誌
の
他
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、文
化
系
・
ス
ポ
ー
ツ
系
等
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
内
容
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
─
な
か
に
は
か

な
り
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま
す
─
、

法
学
部
で
は
サ
ー
ク
ル
専
用
施
設（
新
し
い
６

号
館
等
）を
整
備
し
、個
々
の
公
認
サ
ー
ク
ル

ご
と
に
教
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
置
き
、法

桜
祭（
学
部
祭
）、新
入
生
歓
迎
会
な
ど
サ
ー
ク

ル
中
心
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、昨
年
の
法

桜
祭
は
、総
勢
１
７
０
人
か
ら
な
る
陣
容
の
実

行
委
員
会
の
学
生
た
ち
に
よ
り
運
営
さ
れ
、コ

ン
テ
ス
ト
や
模
擬
店
、コ
ン
サ
ー
ト
、フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
企
画
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
48
の
サ
ー
ク
ル
と
34
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が

Special Report

法学部 南部篤教授

─
学
生
生
活
委
員
会
委
員
長
　
法
学
部
　
南
部	

篤	

教
授

学生の自主的活動の拠点
法学部６号館（サークル棟）

　2013年秋に法学部創設125周年記念事業の一環として新設さ
れた６号館は、全館丸ごと学生の自主的活動のために建てられたサ
ークル棟です。ここで紹介したほかにも、スタジオ、暗室、ロッカー
室など充実の設備を備え、日々学生たちの熱気であふれています。

4F 道場（床） 5F大会議室
文系サークルやミーティングに。
中会議室、小会議室もある。

道場（畳） トレーニングルーム

和室 シャワー室

ロビー ラウンジ

多目的ホール
ステージを備えた多
目的ホール。ダンス
の練習や演劇公演な
ども行われる。

音楽室
完全防音のライブハ
ウス仕様。楽器の練
習はもちろん、音楽
ライブも開催される。

ダンベルやベンチプレス、鏡張
りのストレッチスペースなど。

明るく清潔なシャワー室。2Fに
女性用、3Fに男性用がある。

ミーティングや待ち合わせなど、
学生が自由に利用できる。

武道・格闘技サークルのための
道場。サンドバッグや鏡も完備。

武道・格闘技サークルのための
道場。鏡があるので型の練習に。

本格的な水屋や炉も完備され、
茶道の稽古ができる和室。

開放感あふれるロビーは本館側
から10号館側へ真っ直ぐ続く。
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サ
ー
志
望
の
学
生
が
集
ま
る
放
送
研
究
会
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
Ａ
ｂ
ｏ
ｕ
ｔ
」が
第
44

号
を
迎
え
る
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会
、ス
キ
ー
部
ブ
リ
ッ
ト
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
ポ
ー
ラ
ー
ベ
ア
ー
ズ
は
、日
本

大
学
体
育
大
会
に
法
学
部
代
表
と
し
て
出
場

し
、毎
年
好
成
績
を
収
め
て
い
る
団
体
で
す
。

Ａ
Ｍ
Ｙ
１
０
３
は
部
員
数
、実
績
と
も
に
飛

躍
的
に
伸
ば
し
た
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

な
お
、学
生
課
で
は
４
月
４
日（
土
）と
６

日（
月
）に「
サ
ー
ク
ル
新
入
部
員
募
集
」イ

　

昨
年
、創
設
１
２
５
周
年
を
迎
え
た
日
本

大
学
法
学
部
は
、学
生
サ
ー
ク
ル
に
も
長
い

伝
統
と
実
績
を
誇
る
団
体
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
サ
ー
ク
ル
を
、

公
認
サ
ー
ク
ル
81
団
体
の
中
か
ら
６
サ
ー
ク

ル
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

先
輩
に
国
会
議
員
も
輩
出
し
て
い
る
政
治

研
究
会
、67
年
の
歴
史
を
誇
り
、ア
ナ
ウ
ン

ベ
ン
ト
を
法
学
部
本
館
に
て
開
催
し
ま
す
。

法
学
部
の
公
認
サ
ー
ク
ル
を
は
じ
め
、多
数

の
サ
ー
ク
ル
が
参
加
予
定
。
文
化
系
、ス
ポ

ー
ツ
系
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
毎
に
エ
リ
ア
を
分
け

て
、各
サ
ー
ク
ル
の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

当
日
は
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
期
間
で
も
あ
る

の
で
、気
に
な
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
っ
た
ら
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
健
康
診
断
な
ど
の
合
間
の
時

間
に
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
サ
ー
ク
ル
と
素
敵
な
仲

間
た
ち
に
出
会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
さ
と
実
力
を
兼
ね
備
え
た

人
気
サ
ー
ク
ル
を
紹
介

特集　2015新入生歓迎号

伝
統
と
実
績
を
誇
る
サ
ー
ク
ル
た
ち

Special Report

政治研究会

主な活動場所　１０号館および６号館
部員数　　　　６６名
代表者名　　　岡田拓也（法律学科３年）
twitter　@nulawseiken
HP　http://nitihouseiken.yu-nagi.com/
E-mail　nitihouseiken@yahoo.co.jp

　創設は1978年、先輩には現役の
国会議員もいる法学部を代表する
サークルのひとつです。政治や社
会問題についての研究発表やディ
スカッションのほか、国会見学や
合宿、他大学との交流も活発です。
法桜祭の時期には、講演会を主催
しており、昨年は法務大臣の上川
陽子氏、その前年は民主党の枝野
幸男氏に講演していただきました。

先輩には現役国会議員も
秋には講演会を主催

放送研究会

主な活動場所　１0号館講堂
　　　　　　　6号館スタジオ
部員数　　　　6７名
代表者名　　　岩原大起（新聞学科３年）
HP　http://nichihou.okoshi-yasu.com/

　今年の新入部員で67期生となる
歴史を誇るサークルです。部員はア
ナウンス部と技術部に分かれてい
て、双方の協力によるDJ番組を制
作。年に3回ほど大ホールでの「番
組発表会」を実施し、大勢の観客の
前でDJ番組や映像番組を披露して
います。先輩にはアナウンサーをは
じめ、マスコミ系にて活躍中の
OBOGも数多くいらっしゃいます。

アナウンス部と技術部
67年の歴史を誇る人気団体

スキー部ブリット

主な活動場所　東京体育館（オフシーズン）
　　　　　　　各地スキー場
部員数　　　　7名
代表者名　　　岡嵜祥大（法律学科３年）
E-mail　ydri2augusta.888@ezweb.ne.jp

　アルペンスキーという競技スキ
ーのサークルで、日本大学体育大
会スキーで総合優勝に輝く実力派
です。オフシーズンには基礎体力
作りとして東京体育館などでトレ
ーニング。シーズンに入ると、ス
キー場でビデオを撮りながら滑り
のフォームの修正をして、ポール
レッスンを行います。初心者も丁
寧に教えてくれるので安心です。

スキーの高速レース
アルペンスキーの実力派

バスケットボール部ポーラーベアーズ

主な活動場所　法学部大宮校舎
部員数　　　　50名
代表者名　　　梅澤洋輔
　　　　　　　（政治経済学科3年）
Twitter　@NUL_POLARBEARS

　1978年の創設から37年間続く
伝統あるバスケットボールサーク
ル。週2回の練習と､年2回の大会合
宿などを行っており、日本大学体
育大会でも毎年好成績を残してい
ます。オンとオフの切り替えがしっ
かりしていて、全体的にとにかく仲
が良く、楽しく活動しています。バ
スケット経験者だけでなく、初心
者やマネージャーも大歓迎です。

体育大会で毎年2位、3位に
食い込む精鋭チーム

AMY103

主な活動場所　6号館多目的ホール
　　　　　　　2号館喫煙所
部員数　　　　８５名
代表者名　　　堀井美咲
　　　　　　　（法学部代表、法律学科３年）
E-mail　pink-yellow.1022@docomo.ne.jp

　今年で11周年ながら、80名を超
える大所帯に成長したストリート
ダンスサークル。普段はbreak、lock、
pop、hiphop、girls hiphop、krump
の6つのジャンルに分かれて練習
しており、法桜祭やAMYSMENT

（年2回行っているAMY103が運営
するダンスイベント）が主な発表の
場。初心者から本格派まで、幅広い
ダンサーが在籍しています。

ダンスパフォーマンスで
法桜祭を盛り上げる!!

マス・コミュニケーション研究会

主な活動場所　10号館
　　　　　　　３号館新聞演習室
部員数　　　　７０名
代表者名　　　米増 勇太（新聞学科３年）
twitter　@nu_massken
HP　https://ja-jp.facebook.com/nu.massken

　年2回発行しているフリーペー
パー「About」。今年の4月で44
号を迎える人気キャンパス誌の企
画立案から、取材、編集、デザイ
ン、渉外まで、雑誌編集の基本を
学びながら活動しています。現在
は部員数が多いため、8班に分か
れ、各班で企画を考え、取材の交
渉からページのデザインまで、す
べて自分たちで行っています。

キャンパス誌「About」の
企画、取材、編集を行う

↑フリーペーパー「About」は4月と
11月の年2回発行。4月発行の春号
には講義情報をはじめ、学生目線の楽
しくて、ためになる情報が満載です。

〈日本大学体育大会実績〉
スキーアルペンの部　　 ２位
スキー距離競技の部　　１位
スキー　総合　　　　　１位

〈日本大学体育大会実績〉
2013年　　準優勝
2014年　　準優勝

公 認サークル一覧
＜アウトドアスポーツ系＞
アビーロードA.R.S.C
アメリカンフットボール部
　　　ファニーブレイブス
ゴルフ部
サイクリングクラブ
陸上競技部(法陸)
女子ラクロス
ラグビー蹴球部
準硬式野球部

軟式野球同好会グリーングラス
軟式野球部ブラックス
軟式野球同好会インパルス
軟式野球サークルフェニックス
軟式野球サークルSHO-GUN
野球サークルLawrings
蹴球会HoGWeeD
サッカー部
フットサルサークルLEGGE
スキー同好会リプルス
スキー部ブリット

＜インドアスポーツ系＞
インドアスポーツクラブ(ISC)
スカッシュラケットクラブ
バスケットボール部
　　　　ポーラーベアーズ
バドミントン同好会
バレーボール部
オールラウンドスポーツ
　　　　　サークルSpice
卓球サークル
＜テニス系＞
テニスクラブ

ウィンブルドンテニスクラブ
北の丸テニスクラブ
フリーダムスポーツクラブ
ソフトテニスクラブ
＜武道・格闘技系＞
合気道部
居合道部
キックボクシング部
防具空手道部
二部空手道部
二学部剣道部
柔道部

少林寺拳法部
プロレス研究会
日本拳法部
＜学術系＞
英語研究会
外政研究会
紫法会
政治研究会
Chai
フランス研究会
マス・コミュニケーション研究会
法秋雄弁会

学生赤十字奉仕団
法学研究会
RAVENS
NPO法人国際ボランティア
　　　　　　　　  学生協会
スカウト研究会
Mushroom Mountain
歴史研究会
文学談話サークル 本の虫
海外ボランティア

     サークルLaputa
バイブルサークル
Tadock

社文研究会 知恵造
テーブルゲーム研究会
FC.FORZA
89ers
軟式野球同好会

            Cherry Hills
FC.LIBERTA
競技麻雀部
地域文化・旅行研究会
サブカルチャー研究会
フットサルサークル

                   VIVACE
REVOLT

＜音楽系＞
軽音楽研究会(LMS)
フォークソング研究会
二部フォーク音楽愛好会
マンドリンクラブ
ミュージック&レジャー
ARミュージックステーション
ロック&ブルース研究会
管弦楽団
モダンジャズ研究会
＜カルチャー系＞
アニメーション研究会

裏千家茶道会
演劇研究会 劇団群狼
写真研究会
将棋研究会
美術研究会
舞踏研究会
文藝創作研究会
放送研究会
落語研究会
映画研究会
史跡探訪研究会
旅とレジャーの愛好会

野宿研究会
フリーリバーズ
漫画研究会
広告学研究会
サバイバルゲーム研究会

＜その他＞
法桜祭実行委員会
AMY103
エコボランティアサークルNeco

準公認
COMLEBITS
２部オールラウンド

   スポーツサークル
Glutton
LEON
on the board
TCG研究会
日本大学合唱団
HANDS

 −日本法障がい学生支援−
天文研究会
ワンダーフォーゲル部
韓国語教室



第3回
就職指導課を

積極的に利用しよう

今年の就活の最新情報を発信！

新
年
度
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に

就
職
活
動
も
準
備
開
始

ま
ず
は
就
職
指
導
課
へ！

学
生
と
企
業
の
双
方
か
ら
要
望
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
概
要
を

伝
授
す
る
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン

ス
」、
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー

を
伝
授
す
る
「
就
職
マ
ナ
ー
」
ガ
イ
ダ
ン
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で
は
、

知
識
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
側
面
で

も
壁
に
あ
た
る
こ
と
が
多
々
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
時
は
、
ぜ
ひ
就
職
指
導
課
に
来

て
、
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
人
一
人
の
悩
み
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
一

緒
に
解
決
策
を
模
索
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

悩
む
前
に
、
ま
ず
就
職
指
導
課
に
行
く
こ

と
、
こ
れ
が
就
職
活
動
の
第
一
歩
だ
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
就
職
指
導
課
）

　

今
年
か
ら
就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

大
き
く
変
わ
り
、
そ
の
た
め
の
準
備
活
動
、

と
く
に
自
己
分
析
や
業
界
研
究
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
は
前
号
で
も
触
れ
ま
し
た
。
あ

る
就
職
情
報
誌
の
会
社
の
調
査
に
よ
る
と
、

こ
の
３
月
に
卒
業
し
た
学
生
た
ち
が
、
就
職

活
動
の
準
備
と
し
て
重
要
な
も
の
と
し
て
い

た
の
は
、「
自
己
分
析
」
や
「
業
界
・
企
業

研
究
」
が
多
数
を
占
め
て
い
た
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
も

の
は
、
一
人
で
、
一
朝
一
夕
で
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

就
職
指
導
課
で
は
、
皆
さ
ん
が
ス
ム
ー
ス

に
就
職
活
動
を
遂
行
で
き
る
よ
う
年
間
を
通

じ
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

前
期
で
主
な
も
の
は
、
今
年
の
就
職
戦
線
の

状
況
や
今
後
の
就
職
活
動
方
法
な
ど
を
伝
授

す
る
「
総
合
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、
近
年
、

平成26年度法学部卒業生の
主な就職先（50音順）

10Nihon University11 College of Law

Vol.3  留学に向けての準備を始めよう

　グローバル化が進むなか、世界に目を向け、外国語を習
得することはますます重要となってきました。大学生のう
ちに留学を考えている学生に、法学部ではさまざまなプロ
グラムを用意してバックアップしています。
　長期の留学には相応の語学力が必要です。たとえば英語

留学を希望する新入生の皆さんへ

■派遣・交換留学までの流れ

あいおいニッセイ同和損害保険（株）、
（株）あいテレビ、旭化成ホームズ（株）、
（株）伊藤園、ＳＭＢＣ日興証券（株）、
（株）大塚商会、小野薬品工業（株）、
（株）熊谷組、京王電鉄（株）、（株）ＪＴＢ
首都圏、城南信用金庫、積水ハウス（株）、

（株）セブン−イレブン・ジャパン、
全日本空輸（株）、綜合警備保障（株）、

（株）そごう・西武、ソフトバンクグループ、
損保ジャパン日本興亜保険サービス（株）、
大和証券（株）、大和ハウス工業（株）、

（株）千葉銀行、東急リバブル（株）、
東京地下鉄（株）、（株）東京ドーム、

（株）東京都民銀行、凸版印刷（株）、
日本航空（株）、日本生命保険（相）、
日本通運（株）、日本郵便（株）、野村
證券（株）、（株）バンダイ、東日本電信
電話（株）、東日本旅客鉄道（株）、

（株）福岡放送、（株）毎日新聞社、前田
道路（株）、（株）みずほフィナンシャル
グループ、三井住友海上火災保険（株）、

（株）三井住友銀行、（株）三菱東京
ＵＦＪ銀行、明治安田生命保険（相）、

（株）横浜銀行、（株）ヨドバシカメラ、
楽天（株）、（株）りそなホールディングス、
厚生労働省ほか各省庁、東京都特別区
ほか各都県市役所、警視庁ほか各警察本部。

相談コーナー
就職に関するあらゆる疑問や就職活動の進
め方などについて、「相談コーナー」で職員が
随時相談に応じます。窓口にある相談カード
に相談内容を記入して申し込んでください。

VTRによる情報の提供
法学部で実施した、ほぼすべての各種ガイダ
ンスのVTRを見ることができます。やむを得ず
欠席してしまった人はもちろん、参加したガイ
ダンスの復習にも活用できます。

パソコンによる情報収集
課内の閲覧コーナーには自由に使えるパソコ
ンを設置しています。企業各社のサイトの検
索・登録・エントリー、就職情報サイトやNU
就職ナビのチェックなどに利用してください。

図書やファイルの閲覧
就職指導課には広い閲覧コーナーがあり、就
職関係の書籍や雑誌をはじめ、先輩たちの就
職活動報告書ファイルや公務員関係のファ
イルなどを自由に閲覧することができます。

就職指導課へ行こう！
就職指導課は10号館2階にあります
　法学部の学生の皆さんの就職活動を支援する就職
指導課。気軽に相談できる「相談コーナー」をはじめ、
就職活動に役立つさまざまな最新情報を提供してい
ます。就職活動の拠点としてぜひ積極的に利用して
ください。就職指導課は10号館エントランス横の
階段を上がってすぐのところにあります。

履歴書・自己紹介書
（日本大学様式）と
学校名入り封筒を無料配布
履歴書・自己紹介書や送付用封
筒は就職指導課でもらえます。書き
方は「相談コーナー」で添削も受け
られます。

就職活動に活かせる
資格試験の相談は
エクステンション
センター

（３号館１階）へ

圏の大学に留学するにはTOEFLのスコアが求められま
すので、法学部では語学の課外講座や試験対策講座を充実
させています。また、いきなり長期の留学は不安という人
には、春休みや夏休みを利用した短期語学研修もあります。
　外国語の習得には長期間にわたる継続的な努力が必要で
す。留学を希望する学生は、入学直後より、できる限り早
めに準備を始めることをおすすめします。

Step１　春〜夏
まずは教務課（本館1階）や、
先生方のオフィスアワーに
留学の相談に行こう。

オフィスアワーとは
教員が指定した曜日、時間に研究
室で待機し、学生が自由に訪れる
ことができる制度。留学に詳しい教
員に直接相談できます。実施につ
いては学内掲示板等で確認を。

Step2　春・秋
語学分野課外講座で
会話能力の向上や、
語学検定の準備
長期の留学には、英語圏、ドイツ語
圏、フランス語圏、中国語圏などそ
れぞれに検定試験のスコアが求め
られます。法学部ではTOEFL課外
講座、ドイツ語検定試験対策講座、
留学・海外研修のための英語講
座など多彩な課外講座を用意。留
学に向けてしっかり準備しましょう。

Step3　夏〜冬
留学プログラムの
説明会に参加し、
選考試験にトライ！
夏頃から順次、留学に向けての募
集説明会があります。応募資格に
TOEFLのスコアを求められたり、
募集の申し込みをした直後に行わ
れる選考試験では、現地言語によ
る筆記試験および口述試験があり
ます。説明会までに十分に準備を
整えておくことが重要です。

１年間の派遣・交換留学へ
欧米や中国はおおむね８月から１
年間、韓国は２月から１年間の留学
になります。なお、留学期間中は在
学扱いになります。

まずは短期語学研修に参加して、翌年
に長期の留学をするというステップアッ
プもおすすめです。

短期の語学研修

■派遣・交換留学生 体験レポート

留学先：韓国　新羅大学校　　政治経済学科４年　瀧ヶ崎みほ	さん

お互いの感情を理解しようとすること
その重要性を現地で強く実感しました
　私が初めて韓国に行ったのは３年生の春でした。元々、韓
国には興味が無かったのですが、現地で出会った韓国の方々
の温かさに感動を受け、韓国の魅力にはまり、韓国語の勉強
を始めました。そして４年生の春から韓国の新羅大学校へ交
換留学に行きました。
　この留学で私はとても貴重な経験ばかりをしたのですが、
１つだけ違和感を覚えたことがあります。それは、反韓感情
を持つ日本人学生が以前よりも増えたのではないかというこ
とです。日本人学生の反韓感情は、韓国政府に留まらず韓国
人そのものにまで及んでいました。日本政府のみにスポット
を当てて日本批判をする韓国人学生との違いを感じ、韓国に
行ったことも韓国人と直接関わったこともない人が、メディ
アの情報だけを鵜呑みにして一方的に韓国という国家そして
国民を嫌っていることに違和感を覚えました。
　私はこの違和感を抱えながら、卒論のテーマである　「韓
国人日本兵」について勉強し始め、朝鮮人を日本兵として半・

強制動員していた事実、シベリア抑留者に朝鮮人兵士がいた
事実を知るようになりました。このような事実を知る日本の
若者は少ないのではないでしょうか。もしそうならば、日本
人は韓国人が抱いている反日感情の根源を分かっていないま
ま、嫌韓感情を抱いていることになると思います。一方で韓
国人学生の話を聞いてみると、日本植民地時代の歴史に特化
しており、現在の日本の実態を掴めていないように感じます。
歴史に無知なことも歴史に固執することも危ういことであり、
常に情報の信憑性を疑い事実を正確に判断する目を持つこと
が重要だと思います。
　お互いがお互いの持つ反日・反韓感情について理解してみ
ようとすることが、両国のすれ違った感情をたぐり寄せる近
道だと思います。そして現地に行き、現地の人達と直接関わ
ることが必要だと思います。私はこの留学でその重要性を強
く実感しました。学生の皆さん、海外に積極的に出ることを
勧めます。

今年春に卒業した先輩たちの主な就職先を
紹介します。金融・保険、情報通信、公務
など、さまざまな分野に新社会人として飛
び出していきました。

●留学に関する相談は教務課までお問い合わせください。


